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舞子高校「環境防災科」見学  (平成24年 10月 12日 13:00～ 15:OO)

甲南病院警備隊  浅井 雅文

丸石隊長の欠席で研修に行かないか、と連絡有り。舞子高校「環境防災科」を見学に行くと

いう。こんなチャンスは滅多に無いので喜んで参加する。集まつた人たちは、県会議員の

先生、会長、社長、係長、各隊長、と私の総勢12名、鈴々たるメンバーに私だけ場違いな

感じをうける。後ろの方で控え日にしておこう。

現場に着くと校長先生、あとから環境防災科担当の諏訪先生から学科の概要の説明を受け

る。環境防災科の設立  平成14年4月 (今年で¬1年目)、 各学年 1クラスで40名 在籍

総120名、全国で唯―の学科、目的は社会環境と自然環境から防災を考え、震災の教訓を

語り継いでいく。視野の広い生徒を作る。市民のリーダーとなる人材を育てる。等々。

ここで疑間が生じる。日本全国そこら中、災害が起こつているのに何故、この様な学科が

広がらないのか ? やはり運営面かな、ボランティアで動こうにも資金が必要、限界があるの

かな、国、自治体の支援が必要だが、この御時世難しいかも知れない。

環境防災科3年生の授業を観覧する。入学動機、現在の心境、卒業後の進路等について

ひとり、ひとり、スポット的に当てて発表させるやり方をとられた。指名された生徒の堂々と

した態度、発表の内容に驚く。1人 日、2人目と続き11人の生徒が発表しましたが皆、

我々を意識せず、自分の意見をしつかりと発表していた。これが高校3年生か?自分の

過去と比べる。違い過ぎる。凄いと思う。全員が眩しく映る。でも少し待てよ、これは訓練

されている姿ではないか、これが教育方針ではないか、という事。ボランティアで何かを

しようとする人は消極的では絶対ダメ、積極的でなかつたら、他人の手助け等出来ない、

積極的でしかも、コミュニケーションカを身に付ける事が大事。そういう教育をしている

のだろう。3年生なのだから完成度も高いはず、色々な所から来られる視察の対応は

3年生がしているのだろう。眩しく見えるはずだ。私では到底かなわない。1年生の授業

が見たかつたなあ。防災と防犯は違うものだけど、あの子達から学んだ事は多い。豊な

心を持つている。あの子達はこの学科での3年間を大切にこれからの人生を歩んで行く

だろう。私も積極的に人と人の繋がりを大切に頑張つて行こうと、あらためて思いました。

今回、この様な研修の機会を与えていただきまして有難うございました。

③ 報告書
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(件 名 )県立舞子高校「環境防災科」

の見学を終えて

県立舞子高校の環境防災科とは、いったいどのようなことを、学んでいるのだろうと、

記

この見学の話を聞いてから、非常に興味がありました。

最初に案内された応接室での浅井校長先生の話の中で、環境防災科の授業で最

モ)力を入れているのが、コミュニケーション能力を高めることであると言われたことが、

よく理解できませんでした。しかし、そのあとの諏訪先生の話を聞き、避難生活を送る

には、コミュニケーション能力は不可欠であり、そしてそれをサポートするには、より高

いコミュニケーション能力がいることを、教えられました。その後の環境防災科の授業

では、指名された生徒たちがみんなの前で臆することなく堂々と話す姿を見て、非常

に良く学んでいる、将来防災分野で市民のリーダーになるだろうと、思いました。また、

「環境防災科」に教科書はない、さまざまな科目が関わつている。日常的に社会に参

加し、防災の専門家ではなく、市民のリーダーを作る。そして、救助隊が救えるのは2

%に過ぎない、自分の身は自分で守る、地域で守るしかない、と言われた諏訪先生

の言葉が、非常に印象に残りました。

環境防災科の高校生の熱い思いを、肌で感じることのできた、素晴らしい見学であっ

たと思います。このような機会を与えてくれたことを、深く感謝いたします。我々警備員

もできることがたくさんあります。それをこれからも、検証していきます。

ワ ー ル ド サ ー チ 株 式 会 社
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①
報 告 童日

平成24年 10月 13日

松友社長 様

舞子高校環境防災科見学の件

今回、環境防災科見学に参加させて戴き、久ぶりに若い力の集団に感激いたしました。

基本の挨拶、自分の考え(意見)を堂々と発表する等、その中でも自分の進む方向性 (目 的

意識)を持つて、一歩一歩進んでいると感じました。

又、環境防災の学習は防災のみならず、色々な学習に関係してる事をあらためて思い直

しました。特に重要な点はコミュニケーション(力 )で、これなくしては前向きに進む事も難しく

地域社会に浸透するには必須と考えます。

我々の業務にあてはめてみても、同じ事が言えると思います。

目的意識 (どのようにすればいいか)、 対人関係 (コミュニケーション)を大事にして組織カア

ップには、「キズのなめあい」はやめて、プロとして堂々と業務を遂行して行く事が大切である

と考えます。

今回は若い頃を思い出す、又初心を思い起こして心新たに頑張ろうという気持ちになつた

見学でございました。 大変、感謝いたしております。

今後共、色々な体験をさせて戴き、微力ながら力を注いで参りたいと考えております。

御指導宜しくお願い致します。

以上

・チイ学館 神戸PIC警備隊

谷村 哲昭




